
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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四半期決算補足説明資料作成の有無：有     
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  319  50.3  △91  －  △92  －  △111  －

22年３月期第１四半期  212  △54.7  △161  －  △169  －  △178  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △8,753  50  －

22年３月期第１四半期  △14,082  59  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  2,982  2,698  90.5  212,803  74

22年３月期  3,142  2,810  89.4  221,628  08

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 2,698百万円   22年３月期 2,810百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  0 00  － 0 00  0  00

23年３月期  －

23年３月期（予想）  0 00  － 0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  973  92.3  △74  －  △80  －  △101  －  △7,964  04

通期  2,223  45.9  △129  －  △140  －  △164  －  △12,931  71



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。  

  

（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 13,588株 22年３月期 13,588株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 906株 22年３月期 906株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 12,682株 22年３月期１Ｑ 12,682株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国の経済は、輸出や生産などが持ち直し、企業収益及び設備投資の改善が見られ、景

気は自立的回復への途上にありました。先行きについては、雇用情勢の厳しさがあるものの、経済対策の効果によ

り景気の回復が期待されますが、なおデフレの影響や海外景気の下振れの懸念があり、景気が悪化するリスクが存

在します。 

 当社の主要な販売品目である国内サーバ市場においては、出荷台数に増加の兆しがあるものの、依然として企業

の設備投資の回復が遅れ、出荷金額においてはマイナス成長となりました。 

 このような環境において、当社は、自社製品に注力する方針のもと営業活動を行い、法人顧客における売上高の

持ち直しが見られ、当第１四半期累計期間の売上高は319百万円（前年同期比106百万円・50.3％増加）と前年同期

に比べ大幅に増加しました。販売費及び一般管理費は、固定費削減施策の効果や全般的に抑制努力を継続し前年同

期に比べ大幅に減少しました。また、「資産除去債務に関する会計基準」の適用に伴い、本社事務所の賃貸借契約

終了後の原状回復義務に係る費用について、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額16百万円及び減損損失1百

万円を特別損失に計上しました。この結果、営業損失は91百万円（前年同期は営業損失161百万円）、経常損失は

92百万円（前年同期は経常損失169百万円）、四半期純損失は111百万円（前年同期は四半期純損失178百万円）と

なりました。 

 品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。 

  

（自社製品コンピュータ） 

 マイクロサーバについては、大手通信事業者及びシステムインテグレータなどへの売上高が着実に伸長し、サー

バ・ストレージについてもシステムインテグレータへの大口の出荷があり、売上高が持ち直しました。この結果、

自社製品コンピュータ全体の売上高は前年同期と比べ大幅に増加し、157百万円（前年同期比95百万円・151.7％増

加）となりました。 

  

（コンピュータ関連商品） 

 オンライン販売での売上が伸び悩んだものの、法人営業販売が他社製サーバの大口出荷などにより伸長し、コン

ピュータ関連商品全体の売上高は前年同期と比べ増加しました。この結果、売上高は133百万円（前年同期比10百

万円・8.3％増加）となりました。 

  

（サービス・その他） 

 顧客に納入した自社製品コンピュータへの延長保守サービスが堅調に推移し、売上高は27百万円（前年同期比1

百万円・5.7％増加）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ68百万円

増加し、839百万円となりました。 

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純損失110百万円の計上や仕入債務の減少による支出56百万円等の支出要因のほか、売上債権の減

少による収入170百万円等の収入要因がありました結果、営業活動により獲得した資金は20百万円となりました。

（前年同期は189百万円の使用） 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 東京ロジスティクスセンターの閉鎖（平成22年１月）及び本社事務所の再契約に伴う敷金及び保証金の回収によ

り、投資活動により獲得した資金は47百万円となりました。（前年同期は2百万円の使用） 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の増減はありませんでした。（前年同期は資金の増減なし） 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間の業績は概ね予想の範囲に推移しており、平成22年５月14日の決算発表時に公表いたしま

した平成23年３月期の業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

これにより、税引前四半期純損失が18,000千円増加しております。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,339,268 2,271,205

売掛金 184,546 354,784

商品及び製品 74,573 89,455

原材料 68,664 32,602

その他 83,527 111,668

貸倒引当金 △276 △532

流動資産合計 2,750,304 2,859,184

固定資産   

投資その他の資産   

投資有価証券 151,407 155,096

その他 80,770 128,532

投資その他の資産合計 232,178 283,628

固定資産合計 232,178 283,628

資産合計 2,982,483 3,142,813

負債の部   

流動負債   

買掛金 129,534 186,051

未払法人税等 4,936 11,024

賞与引当金 31,293 20,793

製品保証引当金 3,128 3,759

その他 81,839 96,293

流動負債合計 250,731 317,921

固定負債   

退職給付引当金 14,974 14,204

その他 18,000 －

固定負債合計 32,974 14,204

負債合計 283,706 332,125

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,414,700 2,414,700

資本剰余金 5,566,781 5,566,781

利益剰余金 △5,115,496 △5,004,484

自己株式 △158,329 △158,329

株主資本合計 2,707,655 2,818,667

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,878 △7,980

評価・換算差額等合計 △8,878 △7,980

純資産合計 2,698,777 2,810,687

負債純資産合計 2,982,483 3,142,813



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 212,429 319,253

売上原価 159,509 216,817

売上総利益 52,919 102,436

販売費及び一般管理費 214,020 193,638

営業損失（△） △161,100 △91,202

営業外収益   

受取利息 1,978 1,122

その他 0 203

営業外収益合計 1,978 1,326

営業外費用   

為替差損 56 365

投資事業組合運用損 10,515 2,707

営業外費用合計 10,572 3,072

経常損失（△） △169,694 △92,948

特別利益   

貸倒引当金戻入額 371 256

製品保証引当金戻入額 837 631

特別利益合計 1,208 887

特別損失   

減損損失 2,164 1,869

過年度製品保証引当金繰入額 6,892 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,130

特別損失合計 9,056 18,000

税引前四半期純損失（△） △177,542 △110,061

法人税等 1,052 950

四半期純損失（△） △178,595 △111,011



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △177,542 △110,061

減損損失 2,164 1,869

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,130

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,510 10,499

受取利息及び受取配当金 △1,978 △1,122

売上債権の増減額（△は増加） 244,053 170,237

たな卸資産の増減額（△は増加） △59,186 △21,179

仕入債務の増減額（△は減少） △140,861 △56,516

前渡金の増減額（△は増加） △79,812 13,389

その他 9,274 550

小計 △192,379 23,796

利息及び配当金の受取額 2,000 872

保険金の受取額 5,000 －

法人税等の支払額 △4,030 △3,893

営業活動によるキャッシュ・フロー △189,409 20,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,000 △500,000

定期預金の払戻による収入 500,000 500,000

有形固定資産の取得による支出 △2,029 －

無形固定資産の取得による支出 △284 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 47,761

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,314 47,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 △60 △474

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △191,783 68,063

現金及び現金同等物の期首残高 1,425,303 771,205

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,233,519 839,268



該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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